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田
中
一
村
（
い
っ
そ
ん
）

記
念
美
術
館
が
オ
ー
プ
ン

昨
年
九
月
三
十
日
に
田
中
一
村
記

念
美
術
館
が
開
館
し
た
。
所
在
地
は

奄
美
大
島
、
笠
利
町
の
奄
美
空
港
の

南
、
車
で
五
分
の
「
奄
美
パ
ー
ク
」

の
中
。
鹿
児
島
県
が
観
光
振
興
を
計

っ
て
五
年
を
か
け
て
総
合
施
設
の
パ

ー
ク
の
一
角
に
「
奄
美
の
郷
」
に
隣

接
し
て
建
て
ら
れ
た
県
立
の
美
術

館
。
奄
美
の
村
々
に
昔
か
ら
あ
っ
た

「
高
倉
」
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
姿
の
三

棟
の
常
設
展
示
室
の
他
、
企
画
展
示

室
､
映
像
や
図
書
の
資
料
室
も
あ
る
。

一
村
の
作
品
約
一
八
０
点
を
所
蔵

し
、
常
設
展
示
室
に
約
四
０
点
を
展

示
し
、
年
四
回
季
節
ご
と
の
作
品
を

中
心
に
展
示
替
え
す
る
。

一
村
の
絵
画
の
世
界
に
ひ
た
る

館
の
第
三
展
示
室
は
と
り
わ
け
感

動
の
空
間
だ
。「
奄
美
の
杜
（
も
り
）」

の
作
品
を
中
心
に
、
奄
美
で
描
い
た

約
三
十
点
の
う
ち
の
十
点
前
後
に
出

会
え
る
。

縦
約
一
五
〇
cm
、
横
約
七
〇
cm

の
絹
本
に
描
か
れ
た
亜
熱
帯
の
植
物

や
鳥
と
海
は
、
躍
動
感
と
陽
光
の
陰

影
、
あ
た
か
も
風
音
や
潮
騒
す
ら
き

こ
え
る
よ
う
な
、
一
つ
の
空
間
に
一

村
の
世
界
を
つ
く
り
だ
し
て
い
る
。

ニ
〜
三
の
複
製
（
模
写
絵
）
も
展

示
さ
れ
て
い
る
が
、
絹
に
描
か
れ
た

繊
細
な
オ
リ
ジ
ナ
ル
を
永
く
残
す
た

め
に
は
止
む
を
得
ぬ
こ
と
と
我
慢
せ

ざ
る
を
得
な
い
。
写
真
や
印
刷
物
で

は
体
感
し
得
な
い
「
ほ
ん
も
の
」
の

大
作
と
の
出
会
い
は
奄
美
の
光
と
空

気
の
中
で
こ
そ
の
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
だ
。

学
芸
員
・
西
村
康
博
さ
ん
の

お
話
し

「
奄
美
パ
ー
ク
は
奄
美
の
文
化
を
発

信
す
る
基
点
と
な
る
こ
と
を
、
美
術

館
は
一
村
の
作
品
を
通
じ
て
奄
美
知

っ
て
も
ら
う
こ
と
を
も
目
指
し
て
い

ま
す
。」

「
空
港
に
近
い
と
い
う
地
の
利
も
あ

り
、
十
ヶ
月
で
来
館
者
は
約
十
万
人

を
迎
え
、
観
光
産
業
へ
の
貢
献
も
し

て
い
ま
す
。」

「
館
は
、
単
に
一
村
の
作
品
を
展
示

す
る
だ
け
で
な
く
、
一
村
の
生
き
方

も
わ
か
る
よ
う
な
展
示
を
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
は
、
一
村
の
生
き
方
も
芸

術
で
あ
り
、
作
品
で
あ
る
と
考
え
る

か
ら
で
す
。」

西
村
さ
ん
の
お
だ
や
か
な
話
し
ぶ

り
か
ら
は
、
一
村
の
作
品
へ
の
深
い

理
解
と
生
き
方
へ
の
強
い
敬
意
が
感

じ
と
ら
れ
た
。

後
か
ら
書
物
で
知
っ
た
こ
と
だ

が
、
西
村
さ
ん
は
、
東
京
芸
大
で
日

本
画
を
専
攻
し
た
一
村
の
後
輩
で
も

あ
り
、
奄
美
高
校
の
教
員
時
代
に
一

村
の
遺
作
に
出
会
い
、
最
初
の
遺
作

展
や
そ
の
後
の
遺
作
の
収
集
に
も
関

わ
っ
た
人
で
、
日
本
画
家
一
村
の
画

業
を
最
も
深
く
つ
か
ん
で
い
る
人
の

一
人
と
思
わ
れ
る
。

一
村
を
魅
了
し
た
奄
美

一
村
の
奄
美
で
の
作
品
に
は
、
実

に
多
く
の
魅
力
的
な
花
鳥
草
木
が
描

き
出
さ
れ
て
い
る
。
ダ
チ
ュ
ラ
（
ち

ょ
う
せ
ん
あ
さ
が
お
）、
コ
ン
ロ
ン

カ
、
サ
ク
ラ
ツ
ツ
ジ
な
ど
の
花
、
ク

ワ
ズ
イ
モ
の
葉
、ビ
ロ
ウ
や
ソ
テ
ツ
、

オ
オ
タ
ニ
ワ
タ
リ
な
ど
の
樹
木
や
シ

ダ
類
、
ア
ダ
ン
や
パ
パ
イ

ア
の
実
、
リ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ

ア
カ
シ
ョ
ウ
ビ
ン
、
ア
カ

ヒ
ゲ
、
ト
ラ
フ
ズ
ク
な
ど

の
鳥
、
蝶
や
蛾
な
ど
が
、

海
や
砂
浜
や
夕
日
を
背
景

に
生
き
生
き
と
ズ
ー
ム
ア

ッ
プ
さ
れ
て
い
る
。
カ
ラ

田中一村記念美術館　常設館

NHK出版発行　表紙「アダンの木」

西村康博さん
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フ
ル
な
南
海
の
魚
や
エ
ビ
を
描
い
た

作
品
も
あ
る
。

た
っ
た
一
回
の
旅
で
、
一
村
に
永

住
を
決
意
さ
せ
た
奄
美
の
自
然
の
魅

力
‥
‥
そ
の
明
る
さ
、
鮮
や
か
さ
、

繊
細
さ
、
軽
や
か
な
躍
動
感
、
威
厳

あ
る
力
強
さ
な
ど
は
、
奄
美
の
時
の

流
れ
の
ゆ
る
や
か
さ
や
、
人
の
触
れ

合
い
の
柔
ら
か
さ
と
と
も
に
あ
る
気

が
し
て
な
ら
な
い
。

奄
美
の
自
然
美

黄
色
っ
ぽ
い
砂
浜
の
先
に
広
が
る

海
が
明
る
い
。
海
辺
に
は
ア
ダ
ン
、

ハ
マ
ユ
ウ
な
ど
の
植
物
が
南
国
美
を

誇
る
。
河
口
付
近
に
は
マ
ン
グ
ロ
ー

ブ
の
茂
み
が
黒
々
と
広
が
る
。

集
落
の
裏
手
の
山
に
は
深
い
ジ
ャ

ン
グ
ル
が
繁
り
、
原
生
林
の
空
に
ヒ

カ
ゲ
ヘ
ゴ
の
シ
ル
エ
ッ
ト
が
浮
か

ぶ
。
多
様
な
植
生
に
身
近
に
触
れ
、

そ
の
中
を
舞
う
蝶
、
木
々
を
渡
る
鳥
、

伴
奏
を
奏
で
る
セ
ミ
な
ど
、
亜
熱
帯

の
動
植
物
の
織
り
成
す
世
界
に
手
軽

に
身
を
置
け
る
の
が
奄
美
な
ら
で
は

の
こ
と
。

黒
糖
焼
酎
、
島
唄

サ
ト
ウ
キ
ビ
か
ら
造
る
黒
糖
焼
酎

は
ク
セ
が
な
く
マ
イ
ル
ド
で
、
薩
摩

や
琉
球
と
は
異
な
っ
た
文
化
の
結
実

し
た
も
の
で
焼
酎
党
に
は
お
勧
め
。

「
ワ
ダ
ツ
ミ
の
木
」
の
大
ヒ
ッ
ト

で
知
ら
れ
る
元
（
は
じ
め
）
ち
と
せ

の
歌
の
底
流
に
は
、
奄
美
の
島
唄
が

あ
る
。
島
の
方
言
（
シ
マ
グ
チ
）
で

三
味
線
の
弾
き
語
り
で
唄
者
（
ウ
タ

シ
ャ
）
が
伸
び
や
か
に
唄
う
哀
調
を

お
び
た
民
謡
は
、
裏
声
や
音
階
が
奄

美
独
特
の
も
の
。
若
手
の
唄
者
も
多

く
、
島
唄
の
ラ
イ
ブ
を
楽
し
め
る
店

も
名
瀬
に
い
く
つ
か
あ
る
。

南
の
島
の
料
理
は
、
チ
ャ
ン
プ
ル

（
炒
め
物
）
ば
か
り
と
思
っ
て
い
た

が
、
南
の
海
の
淡
白
な
魚
、
ア
ラ
な

ど
の
刺
身
や
島
な
ら
で
は
の
ネ
タ
の

寿
司
な
ど
、
現
地
で
し
か
味
わ
え
な

い
魚
も
楽
し
め
る
。

市
原
芳
夫

体験農業・手作り加工・味どころ・究極の石うす手打ちそば

「晴れたらいいね」
〒981-3403 宮城県黒川郡大和町落合桧和田字中道36 Tel／Fax 022-345-3360 
ホームページ　http://www．from-web.com/food/haretara/haretaraiine.html
東北自動車道大和インターより車で2分　１泊２食付6,000円（子供：小学生まで3,000円）
●こんな皆さんをお待ちしております。
▲農業体験を希望しているグループの方やご家族様　
▲田園風景での田舎暮らし
▲子育てに不安を抱えるご家族のリフレッシュ　
▲体験そば作り・豆腐作り
旬の食材を豊富に使った食材と料理内容。
家庭的な雰囲気が嬉しい宿。
お食事だけでもお立ち寄りください
（２時間前までにお電話ください）。

●当新聞18号の「スローフード」記事に共鳴いただき投稿してい
ただいた「晴れたらいいね」の上野智賀子さん。早速、編集主幹
も取材にお邪魔し、美味しいそばに舌鼓をうちました。味にはう
るさい編集主幹の口もうならせました。是非、のんびりとご宿泊
ください。

東北自動車の小出IC出口から、国道352号を進み、シルバーライン（全長22kmのトンネル）
で奥只見湖の一つ手前の出口を出ると銀山平。冬期にはここで行き止まりとなります。夏期
は尾瀬の御池まで行けます。ＪＲだと上越新幹線・浦佐駅よりバスで約40分。
今年の4月まだ雪解けの前に、村営温泉が開館しました。まだガイドブックには載ってい

ないようです。
総ヒノキの内風呂、露天風呂から雪に覆われた越後駒ケ岳と中ノ岳の眺望が楽しめます。

●施設
檜風呂（男女各1）、露天風呂（男女各2）

●営業時間　午前10時～午後7時
●利用料金　大人600円、子供300円（税込）
周辺には、ログハウスが18棟あり、自然散
策の拠点になります。

●詳細は　湯之谷村観光課
TEL（02579）2―3500
http://www2.uonuma.ne.jp/yunotani/

ジャングルの中のヒカゲヘゴ

越後三山只見国定公園　湯之谷村営　銀山平温泉

「白銀の湯」

19月17日（火）～20日（金）92,000円（大人）
12月26日（木）～29日（日）99,000円（大人）
★南部戦跡・中部基地を地元の平和ガイドの案内で見学。
★沖縄の歴史と自然・文化の理解をしっかり深める平和の旅。

2003年3月16日（日）～19日（水）
※費用は1月中旬発表
★未知なる大自然・ヤンバルをハイキング
マングローブ林の中をカヌー体験

秋～落葉の白神山地を訪れる

10月27日（日）～30日（水）118,000円
★日本で初めて世界遺産に登録された白神
山地を歩きます。
★日本海を一望できる白神岳を登山。

自然の宝庫・世界自然遺産の島をあるく
秋広葉樹の色づいた森の中を歩く

11月17日（日）～21日（木）145,000円
★終日、縄文杉への登山。現地のガイドの案内で自然をより
満喫。
★オプションで宮之浦岳登山や白谷雲水峡を散策。

冬山麓ではハイビスカスが咲く季節

2003年 1月19日（日）～23日（木）
2003年 2月16日（日）～20日（木）
★ヤクスギランドで現地のガイドの案内で遊歩道を散策。
※上記ツアー費用は11月中旬発表

2002年11月17日（日）～21日（木）
2003年13月23日（日）～ 3月27日（木）
2003年15月18日（日）～ 5月22日（木）
★マングローブの原生林散策やバショウとソテツの群生地な
ど、奄美の自然を満喫。
★島を代表する画家・
田中一村の美術館をゆ
っくりと見学。
★加計呂麻島に渡りサ
ンゴ礁遊覧。
★人間魚雷基地跡の見
学。
などなど、FITSならで
はのゆとりと特色ある
プランで、存分に奄美
の魅力を味わっていた
だける新シリーズです。
※上記ツアー費用は10
月中旬発表

アダン
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「
マ
ル
コ
・
ポ
ー
ロ
は
ク
ロ
ア
チ

ア
の
コ
ル
チ
ュ
ラ
島
生
ま
れ
」
と

聞
い
た
ら
驚
く
人
は
多
い
と
思
い

ま
す
。
夏
の
暑
い
昼
、
渋
谷
駅
に

近
い
住
宅
街
の
大
使
館
を
訪
問

し
、
三
等
書
記
官
ジ
ェ
ニ
ー
・
オ

ス
タ
リ
ッ
チ
・
ヴ
ニ
ャ
ク
さ
ん
か

ら
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

ク
ロ
ア
チ
ア
民
族
の
歴
史
は
紀
元

七
世
紀
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
地

理
的
位
置
か
ら
こ
れ
ま
で
た
く
さ
ん

の
戦
争
を
体
験
し
て
き
ま
し
た
。
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
へ
の
玄
関
で
あ
る
た
め

に
、
古
代
ロ
ー
マ
始
め
、
オ
ス
マ
ン

帝
国
、
ロ
シ
ア
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・

ハ
ン
ガ
リ
ー
帝
国
な
ど
東
西
民
族
の

攻
防
の
狭
間
に
た
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
う
し
た
長
い
歴
史
の
中
で
ク
ロ
ア

チ
ア
で
は
カ
ソ
リ
ッ
ク
、
オ
ー
ソ
ド

ッ
ク
ス
（
セ
ビ
リ
ア
正
教
）、
イ
ス

ラ
ム
教
の
三
つ
の
宗
教
の
影
響
を
受

け
、
ク
ロ
ア
チ
ア
人
と
し
て
の
民
族

の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
確
立
し
て

き
た
の
で
す
。
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
が

分
裂
し
て
す
ぐ
、
一
九
九
一
年
に
は

独
立
し
て
い
ま
す
。

私
達
ク
ロ
ア
チ
ア
の
国
民
は
戦
争

を
絶
対
に
望
み
ま
せ
ん
。
私
達
は
ど

の
国
と
も
友
好
関
係
を
結
ぶ
こ
と
に

力
を
い
れ
て
い
ま
す
。

地
図
を
み
な
が
ら
説
明
し
ま
し
ょ

う
。
ま
る
で
パ
ン
の
ク
ロ
ワ
ッ
サ
ン

の
よ
う
な
形
で
し
ょ
う
（
笑
い
）。

ク
ロ
ア
チ
ア
は
二
つ
の
地
域
に
分
か

れ
て
い
ま
す
。
海
沿
い
の
地
域
は
ア

ド
リ
ア
海
に
面
し
、
地
中
海
で
一
番

美
し
い
景
色
と
言
わ
れ
て
い
る
ん
で

す
よ
。
ア
ド
リ
ア
海
を
挟
ん
で
イ
タ

リ
ア
と
接
し
、
内
陸
部
は
ボ
ス
ニ

ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
、
ス
ロ
ヴ

ェ
ニ
ア
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
モ
ン
テ
ネ

グ
ロ
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
と
国
境
を

接
し
て
い
ま
す
。
ど
の
国
と
も
友
好

関
係
を
保
っ
て
い
ま
す
。
な
に
せ
、

首
都
の
ザ
グ
レ
ブ
か
ら
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ

ア
の
首
都
リ
ュ
ブ
リ
ャ
ナ
ま
で
車
で

た
っ
た
一
時
間
、
ウ
ィ
ー
ン
ま
で
は

三
時
間
と
い
う
近
距
離
で
す
か
ら
。

も
っ
と
も
有
名

な
の
は
ご
存
じ
の

通
り
、
ア
ド
リ
ア

海
の
城
塞
都
市
ド

ブ
ロ
ブ
ニ
ク
で

す
。
そ
れ
か
ら
ク

ロ
ア
チ
ア
に
は
八

つ
の
国
立
公
園
が

あ
る
の
で
す
が
、

そ
の
う
ち
の
ひ
と

つ
プ
リ
ト
ヴ
ィ
ツ

ェ
湖
群
国
立
公
園

は
ユ
ネ
ス
コ
の
自

然
景
観
世
界
遺
産

に
登
録
さ
れ
て
い

ま
す
。
ふ
た
つ
の

川
の
間
に
石
灰
棚

で
せ
き
と
め
ら
れ

た
湖
と
滝
が
つ
な

が
り
、
澄
ん
だ
水
の
色
が
と
て
も
き

れ
い
で
す
。
周
り
は
ブ
ナ
や
樅
の
深

い
森
で
覆
わ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
の

方
は
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
も
大
好
き
で
す

よ
ね
。
ク
ロ
ア
チ
ア
に
は
お
す
す
め

の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
ア
ド
リ
ア
海
の
イ
ス

ト
イ
ア
半
島
の
先
に
浮
か
ぶ
ブ
リ
ユ

ニ
国
立
公
園
は
大
き
な
二
つ
の
島
と

十
二
の
小
さ
な
島
が
あ
り
、
チ
ト
ー

大
統
領
の
夏
の
保
養
地
と
し
て
知
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
コ
ル
ナ
テ
ィ
と
呼

ば
れ
る
国
立
公
園
は
一
四
〇
も
の
人

の
住
ん
で
い
な
い
、
小
さ
な
島
か
ら

な
っ
て
い
ま
す
。
ク
ル
カ
は
ク
ロ
ア

チ
ア
で
最
も
美
し
い
滝
の
あ
る
渓
谷

で
す
。
ブ
リ
ュ
ニ
群
島
や
オ
パ
テ
ィ

ア
、
ド
ブ
ロ
ブ
ニ
ク
の
よ
う
な
ア
ド

リ
ア
海
沿
い
の
町
に
は
世
界
中
か
ら

観
光
客
が
ヨ
ッ
ト
や
ボ
ー
ト
で
や
っ

て
き
ま
す
。
ド
ブ
ロ
ク
ニ
ク
も
ユ
ネ

ス
コ
世
界
遺
産
に
指
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
内
陸
部
の
ザ
グ
レ
ブ
の
旧
市
街

に
あ
る
聖
マ
ル
コ
教
会
は
と
て
も
カ

ラ
フ
ル
な
屋
根
を
し
て
い
ま
す
。
北

の
ほ
う
に
は
温
泉
、
城
、
マ
ナ
ハ
ウ

ス
が
あ
り
、
ワ
イ
ン
は
美
味
。
こ
こ

は
白
ワ
イ
ン
で
す
が
、
南
の
方
に
い

け
ば
白
と
赤
の
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン

が
お
い
し
い
。

各
地
で
開
か
れ
る
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
で
み
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ビ
ン

コ
フ
ツ
ィ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
民

族
音
楽
と
民
族
衣
装
を
着
た
人
た
ち

で
に
ぎ
や
か
で
す
。「
ク
ー
レ
ン
」

と
よ
ば
れ
る
ソ
ー
セ
ー
ジ
コ
ン
テ
ス

ト
も
あ
り
ま
す
。
近
隣
の
農
家
や
ソ

ー
セ
ー
ジ
工
場
の
人
達
が
集
ま
り
ま

す
。
は
や
食
い
競
争
で
は
な
く
て
、

ソ
ー
セ
ー
ジ
の
品
質
を
競
う
競
技
会

で
、
パ
プ
リ
カ
の
微
妙
な
使
い
方
が

問
わ
れ
る
の
で
す
。
シ
ン
と
い
う
町

で
は
、
三
メ
ー
ト
ル
ち
か
く
も
あ
る

槍
を
持
っ
た
騎
士
が
つ
り
下
げ
ら
れ

た
輪
を
走
る
馬
上
か
ら
ひ
っ
か
け
て

点
数
を
あ
ら
そ
う
と
い
う
競
技
が
あ

っ
て
、
八
月
初
め
の
三
日
間
だ
け
開

か
れ
ま
す
。
ト
ル
コ
と
の
戦
い
に
勝

っ
た
記
念
と
し
て
三
〇
〇
年
以
上
続

い
て
い
る
お
祭
り
で
す
。
も
う
ひ
と

つ
、
と
て
も
古
い
祭
り
。
コ
ル
チ
ュ

ラ
と
い
う
街
で
開
か
れ
る
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
「
モ
ー
レ
ス
カ
」。
十
五
世

紀
か
ら
続
い
て
い
ま
す
。
白
の
王
と

黒
の
王
チ
ー
ム
が
あ
っ
て
、
誘
拐
さ

れ
た
プ
リ
ン
セ
ス
を
め
ぐ
っ
て
、
お

互
い
に
取
り
戻
そ
う
と
す
る
ゲ
ー

ム
、
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
の
音
楽
も
は
い

っ
て
、
と
て
も
に
ぎ
や
か
。
毎
年
七

月
二
九
日
が
お
祭
り
の
日
で
す
。

さ
す
が
に
薬
は
近
代
的
に
な
り
、

プ
リ
バ
と
い
う
多
国
籍
企
業
の
薬
品

会
社
が
有
名
で
す
。
ク
ロ
ア
チ
ア
は

鉱
泉
水
が
豊
富
で
、
街
の
広
場
に
も

飲
み
水
専
用
の
噴
水
が
あ
り
ま
す
。

昔
か
ら
健
康
に
よ
い
飲
料
水
と
し
て

作
ら
れ
て
い
る
も
の
に
、
ぶ
ど
う
の

種
を
蒸
留
し
て
つ
く
っ
た
と
て
も
強

い
ア
ル
コ
ー
ス
性
飲
料
水
の
「
ラ
キ

ア
」、
ワ
イ
ン
か
ら
作
っ
た
「
ロ
ー

ザ
」、
ハ
ー
ブ
か
ら
作
っ
た
「
ト
ラ

バ
リ
ッ
ツ
ァ
」
な
ど
は
胃
の
病
気
に

効
く
の
で
今
で
も
重
宝
さ
れ
て
い
ま

す
。
蜂
蜜
の
プ
ロ
ポ
リ
ス
も
健
康
食

品
と
し
て
よ
く
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

魚
介
類
は
豊
富
で
す
し
、
ま
た
、
羊

の
ミ
ル
ク
か
ら
つ
く
っ
た
「
パ
グ
」

チ
ー
ズ
も
お
い
し
い
。
余
談
で
す
が

白
黒
の
ブ
チ
犬
の
ダ
ル
メ
シ
ア
種
は

ア
ド
リ
ア
海
沿
岸
の
ダ
ル
マ
チ
ア
地

方
の
「
パ
グ
」
が
原
産
で
す
。

大
学
ま
で
教
育
費
は
無
料
で
す
。

高
校
卒
業
後
、
ス
ト
レ
ー
ト
に
大
学

に
は
い
る
場
合
は
全
く
無
料
で
す
。

一
旦
、
社
会
に
で
て
か
ら
、
大
学
に

行
く
場
合
は
ち
ょ
っ
と
違
い
ま
す
が
。

（
お
ど
ろ
い
た
顔
を
し
て
か
ら
、
ち

ょ
っ
と
考
え
て
）

た
ぶ
ん
、
私
達

国
民
に
は
ス
ト
レ
ス
が
少
な
い
の
だ

と
思
う
。
国
会
議
員
や
会
社
の
役
員

部
門
に
も
女
性
は
た
く
さ
ん
い
ま
す

し
、
生
き
生
き
と
仕
事
を
し
て
い
ま

す
よ
。
そ
れ
と
水
が
き
れ
い
な
せ
い

も
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ジ
ェ
ニ
ー
さ
ん
は
大
阪
で
日
本
語

を
九
ヶ
月
学
ん
で
、
そ
れ
か
ら
東
京

の
大
使
館
で
働
い
て
い
ま
す
。

日
本
の
「
象
列
車
合
唱
団
」
か
ら

ク
ロ
ア
チ
ア
の
子
ど
も
達
に
贈
ら
れ

る
二
頭
の
象
の
贈
呈
式
が
オ
シ
エ
ッ

ク
と
い
う
街
で
八
月
の
末
に
開
か
れ

ま
す
。
地
元
の
人
た
ち
は
と
て
も
歓

迎
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

か
く
れ
た
魅
力
の
国

ク
ロ
ア
チ
ア
共
和
国

12月27日（金）～ 1月 5日（日）435,000円　　　　　　
△定員20名限定（最低実施人数15名）△日本より添乗員同行
★ベルリンで｢第九｣、プラハ・スメタナホールで新年コンサ
ート、クラシックの本場で本物の音をお楽しみください。
★しっとりとした落ち着きをたたえた冬のヨーロッパ。
バッハ、メンデルスゾーン、スメタナ、ドボジャーク、そし
てベートーベンやモーツアルトなど音楽家縁の地を巡ります。
★首都ベルリンで3泊。ベルリン発祥の地やドイツ歴史博物館、
統一ドイツ国会議事堂など新旧の歴史とシュプレー川遊覧。
①大阪・名古屋・札幌5東京・成田発5コペンハーゲン経
由ベルリンへ（泊）②午前歴史ベルリン市内見学。午後：自
由行動。シュプレー川遊覧とディナー③午前：新生ドイツ市
内見学＝統一ドイツ国会議事堂など。午後：自由行動。夜、
第九コンサート④6午前：ザクセン地方ライプチッヒへ。
午後：バッハ縁の聖トーマス教会や歴史地区見学。夜は若き
ゲーテが通った歴史あるワインケラーでの夕食（泊）⑤バス
で古都ドレスデンへ。文化と芸術の都を見学7チェコ・プ
ラハへ移動。大晦日ディナー（泊）⑥午前プラハ市内見学。
午後：自由行動。夜：スメタナホールでの新年コンサート
（泊）⑦午前：プラハ発バス又は列車でオーストリア・ウィー
ンへ。午後：ウィーン市内見学＜e＞夜：国立オペラ座で
オペラ又はバレー、オペレッタやミュージカルを（泊）
⑧終日自由行動。＜e＞オペラ（泊）⑨ウィーン発5

コペンハーゲン経由（機中泊）⑩午前：東京・成田着5

大阪・名古屋・札幌

12月16日～12月15日　375,000円　
11月10日～11月19日　385,000円
12月14日～12月23日　403,000円
△定員20名 最低実施15名 △成田空港より添乗員同行
★5ツ星クラスのクルーズ船「セミラミス」号でナイルクルー
ズ3泊4日の旅。ホテルと全く同じ設備、楽しいガラベーヤ
パーティ。アスワンではコッテージホテル宿泊、ゆったり旅。
★ルクソールの観光では保存状態の良い「ネフェルタリの墓」へ。
★日本より添乗員同行。現地日本語ガイド同行。
①大阪・東京発ヨーロッパ都市またはイスタンブール経由エ
ジプト・カイロへ（泊）②終日：カイロ市内見学（考古学博
物館、旧市街など）（泊）③空路アスワンへ。途中、アブシン
ベル神殿見学。ファルーカ（帆船）に乗り、船遊び（泊）
④ナイル川クルーズ船「セミラミス」号にチェックイン。3泊
4日クルーズの旅。アスワンハイダム、未完のオベリスク、コ
ムオンボの神殿8エドゥフへ（船中泊）⑤上エジプトの州
都エドゥフ観光。8ルクソール着（船中泊）⑥8かつて
テーベとよばれたルクソール・西岸（王の谷、ハトシェプト
女王の神殿、「ネフェルタリの墓」）、東岸（カルナック、ルク
ソール神殿）見学（船中泊）⑦下船。5再びカイロへ。ホ
テルはピラミッドの見えるギザ地区に（カイロ泊）⑧三大ピ
ラミッド、スフィンクス、メネス王の都メンフィス、ジュゼ
ルを見学（カイロ泊）⑨カイロ発5ヨーロッパ都市または
イスタンブール経由（機中泊）⑩東京・大阪着

10月23日～11月1日　368,000円
★秋色に染まる中世・ルネッサンスの都へ。しっとりと落ち
着いた町並を美術散歩。フィレンツェ4泊、シエナ2泊のゆ
ったり旅
★黄金色にそまるワイン畑のトスカーナの田舎へ。農園ホテル
に泊り、取れたてのワイン試飲や郷土料理をお楽しみ下さい。
★フィレンツェでは観光に便利な二日間バス周遊券をお渡し
します。旧市街の観光にとても便利です。
①東京・成田発5ミラノ経由5フィレンツェ着（泊）
②午前：フィレンツェ市内見学＝ウフィツィ美術館等　午
後：ルネッサンス美術散歩＝サンマルコ美術館、アカデミ
ア美術館、メディチ家礼拝堂、サンタマリア・ノヴェッラ
協会（泊）③終日：自由行動。ミニバスを利用して二日間
フィレンツェ三昧（泊）④終日自由行動。ご希望の方は列
車でピサへ。夕食は郊外のフィエゾレの丘で（泊）⑤午前：
フィレンツェからイル・コーレへ、トスカーナの丘稜を走
ります。途中、ワインの産地モンタルチーノ見学（イル・
コーレ泊）⑥終日、ワイン農場でワインの試飲とトスカー
ナ郷土料理をお楽しみください。（泊）⑦午前：イル・コー
レ発6古都シエナへ。カンポ広場、ドゥオモなど旧市街
見学。午後：自由行動（泊）⑧終日：シエナ自由行動。マ
ンジャの塔からの眺望やカンポ広場の散策をお楽しみくだ
さい。（泊）⑨シエナ発6フィレンツェ5ミラノ経由帰
国の途へ5（機中泊）⑩午後：東京・成田着

大

使

館

訪

問

第22回　第九をきく 悠久の歴史と３泊４日のナイル川クルーズ トスカーナの魅力ある都市を訪ねて

「
ア
ド
リ
ア
海
の
真
珠
」
ド
ブ
ロ
ブ
ニ
ク

プ
リ
ト
ヴ
ィ
ツ
ェ
国
立
公
園
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ベ
ル
ギ
ー
っ
て
ど
ん
な
国

サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
盛

り
上
が
っ
た
今
年
前
半
。
ベ
ル
ギ
ー

は
日
本
の
初
戦
対
戦
国
と
し
て
、
突

然
注
目
を
浴
び
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
私
も
四
月
以
来
、
日
本
の
Ｔ
Ｖ

局
各
社
の
ベ
ル
ギ
ー
関
連
取
材
を
受

け
、
ま
た
、
観
戦
の
た
め
に
も
帰
国

し
て
す
っ
か
り
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
に

染
ま
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
も
ち
ろ

ん
、「
ベ
ル
ギ
ー
応
援
団
と
し
て
」

で
す
。
と
こ
ろ
で
、
一
般
的
な
日
本

人
の
方
は
、「
ベ
ル
ギ
ー
」
と
い
う

と
何
を
想
わ
れ
る
で
し
ょ
う
か
。
イ

メ
ー
ジ
の
強
い
仏
独
英
な
ど
の
列

強
、
ア
ピ
ー
ル
上
手
の
オ
ラ
ン
ダ
な

ど
の
影
に
隠
れ
て
、
い
ま
ひ
と
つ
印

象
の
薄
い
ベ
ル
ギ
ー
も
、
近
頃
で
は

よ
う
や
く
「
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
」「
ワ

ッ
フ
ル
」「
ス
ペ
シ
ャ
ル
ビ
ー
ル
」

の
あ
る
「
グ
ル
メ
国
」
と
し
て
の
イ

メ
ー
シ
が
定
着
し
て
き
た
よ
う
で

す
。
そ
し
て
、
ち
ょ
っ
と
変
わ
っ
た

と
こ
ろ
で
は
、「
ネ
ロ
と
パ
ト
ラ
ッ

シ
ュ
」
の
国…

、
そ
う
フ
ラ
ン
ド
ル

絵
画
の
巨
匠
ル
ー
ベ
ン
ス
を
夢
見
た

孤
児
ネ
ロ
が
愛
犬
パ
ト
ラ
ッ
シ
ュ
と

眠
る
よ
う
に
寄
り
添
っ
て
天
に
召
さ

れ
た
、
あ
の
日
本
人
な
ら
誰
で
も
知

っ
て
い
る
悲
し
い
物
語
の
舞
台
は
、

ベ
ル
ギ
ー
な
の
で
す
。
こ
の
お
話
の

故
郷
を
ひ
と
目
み
よ
う
と
訪
れ
る
日

本
人
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
実
は

こ
の
話
が
、
英
国
人
の
著
者
に
よ
っ

て
英
語
で
か
か
れ
た
せ
い
も
あ
っ

て
、
ベ
ル
ギ
ー
で
は
ま
っ
た
く
知
ら

れ
て
い
な
い
こ
と
を
知
る
に
つ
け
、

日
本
人
と
し
て
無
念
に
思
い
、
い
つ

か
こ
の
名
前
や
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
使

っ
て
何
か
を
展
開
し
た
い
と
、
ベ
ル

ギ
ー
や
日
本
で
商
標
登
録
す
る
こ
と

を
思
い
つ
き
ま
し
た
。

世
界
で
も
国
際
養
子
縁
組
の

盛
ん
な
国

九
一
年
ア
メ
リ
カ
留
学
先
か
ら
ベ

ル
ギ
ー
に
渡
っ
た
私
は
、
か
ね
て
か

ら
知
り
合
っ
て
い
た
夫
（
フ
ラ
ン
ス

語
圏
ベ
ル
ギ
ー
人
）
と
結
婚
。
と
こ

ろ
が
、
私
た
ち
夫
婦
は
結
局
子
宝
に

恵
ま
れ
ず
、
そ
れ
な
ら
、
む
し
ろ
既

に
生
ま
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
親
の
な

い
子
と
家
庭
を
つ
く
ろ
う
と
「
養
子

縁
組
」
を
決
意
。
ベ
ル
ギ
ー
は
ア
メ

リ
カ
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
な
ど
と
並
ん

で
世
界
で
も
国
際
養
子
縁
組
の
盛
ん

な
国
の
ひ
と
つ
で
す
。
養
子
を
迎
え

た
い
家
族
と
迎
え
ら
れ
う
る
孤
児
の

割
合
は
な
ん
と
一
〇
〇
〇
対
一
と
言

わ
れ
、四
〜
五
年
は
待
た
さ
れ
ま
す
。

小
学
校
の
ひ
と
ク
ラ
ス（
約
二
五
名
）

に
は
、
養
子
の
子
供
が
必
ず
何
人
か

い
る
ほ
ど
。
ロ
ー
マ
帝
国
の
時
代
か

ら
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
、
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
を

経
て
、
Ｅ
Ｕ
本
部
が
置
か
れ
て
い
る

今
日
ま
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
十
字
路
と

言
わ
れ
て
き
た
ベ
ル
ギ
ー
で
は
、
ご

近
所
や
親
族
の
中
に
す
ら
多
数
の
民

族
や
言
語
が
混
在
し
、
肌
や
目
や
髪

の
色
の
違
う
人
が
身
近
に
い
る
の
は

ご
く
普
通
の
こ
と
。
そ
の
よ
う
な
環

境
で
は
、
国
際
養
子
縁
組
に
も
抵
抗

が
少
な
い
の
も
必
然
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
さ
ら
に
、
キ
リ
ス
ト
教
を
背
景

と
す
る
社
会
で
は
、
子
供
は
誰
も
が

家
庭
を
持
ち
、「
わ
が
子
」
と
し
て

慈
し
ま
れ
て
育
つ
べ
き
な
の
だ
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

社
会
貢
献
の
仕
方
が

あ
る
は
ず
で
す

せ
っ
か
く
な
ら
、
人
生
な
る
べ
く

早
い
時
期
か
ら
わ
が
子
と
し
て
育
て

て
み
た
い
、
と
生
後
数
ヶ
月
の
乳
児

を
希
望
。
と
こ
ろ
が
喜
び
に
震
え
な

が
ら
始
め
て
受
け
取
っ
た
長
男
は
、

生
後
す
ぐ
に
患
っ
た
脱
水
症
状
が
原

因
で
脳
の
大
半
を
破
壊
さ
れ
た
重
度

脳
障
害
児
で
し
た
。
苦
し
み
の
ど
ん

底
に
あ
っ
た
と
き
私
た
ち
を
精
神

面
、
現
実
面
で
ぐ
い
ぐ
い
救
っ
て
く

れ
た
の
は
、
障
害
や
病
気
を
も
つ
孤

児
の
養
子
縁
組
を
推
進
す
る
機
関
エ

マ
ニ
ュ
エ
ル
の
主
催
者
と
そ
の
仲
間

た
ち
で
し
た
。「
こ
の
問
題
は
、
あ

な
た
達
だ
け
で
抱
え
る
に
は
大
き
す

ぎ
る
。
あ
な
た
達
が
、
す
べ
て
投
げ

出
し
て
こ
の
子
の
介
護
に
専
念
す
る

よ
り
も
、
あ
な
た
達
に
は
能
力
に
よ

り
適
し
た
人
生
の
使
命
が
あ
る
は

ず
」
と
。
ず
っ
し
り
と
重
い
こ
の
言

葉
を
胸
に
、
考
え
抜
い
て
夫
と
ふ
た

り
で
は
じ
め
た
の
が
、
障
害
児
縁
組

推
進
の
た
め
の
基
金
を
設
立
す
る
こ

と
。
登
録
し
て
い
た
商
標
を
用
い
て

「
ネ
ロ
と
パ
ト
ラ
ッ
シ
ュ
基
金
」
と

し
た
の
で
す
。

人
口
一
千
万
に
も
満
た
な
い

小
国
で

日
本
の
常
識
な
ら
、「
何
を
好
き

好
ん
で
養
子
を
、
そ
れ
も
障
害
児
を

も
ら
っ
て
く
る
な
ん
て
」
と
思
わ
れ

る
で
し
ょ
う
。
で
も
、
そ
ん
な
馬
鹿

な
こ
と
を
す
る
人
が
こ
の
ち
っ
ぽ
け

な
国
に
は
た
く
さ
ん
い
る
の
で
す
。

こ
の
人
口
一
千
万
に
も
満
た
な
い
小

国
で
、
こ
う
し
て
迎
え
ら
れ
た
世
界

の
障
害
孤
児
は
過
去
二
十
年
間
で
四

百
人
以
上
。
障
害
や
病
気
を
持
つ
孤

児
に
こ
そ
、
暖
か
い
家
庭
や
ケ
ア
が

必
要…

。
エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
の
仲
間
に
助

け
ら
れ
た
私
た
ち
は
、
自
営
業
の
傍

ら
、「
ネ
ロ
と
パ
ト
ラ
ッ
シ
ュ
基
金
」

を
運
営
し
、
今
年
六
歳
と
な
る
障
害

児
の
ジ
ュ
リ
ア
ン
、
五
歳
に
な
る
娘

の
え
み
と
と
も
に
、
時
間
に
追
い
立

て
ら
れ
る
毎
日…

。
で
も
、
ま
だ
ま
だ

へ
た
ば
っ
て
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
ー
ド
を
発
売

し
寄
付

基
金
で
は
、
ユ
ニ
セ
フ
や
Ｗ
Ｗ
Ｆ

の
よ
う
に
、
毎
年
秋
に
恒
例
の
新
作

オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
ー
ド
を
発
売
し
、
そ

の
収
益
（
約
八
割
）
を
寄
付
し
て
い

ま
す
。
私
ど
も
の
生
き
様
を
、
右
上

に
あ
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
く
だ

さ
い
。
カ
ー
ド
の
購
入
他
、
さ
ま
ざ

ま
な
形
で
の
皆
様
の
ご
協
力
を
歓
迎

い
た
し
ま
す
。

10月12日発 343,000円
11月20日発 293,000円
11月18日発　　＜全コース8日間＞ 295,000円
12月15日発　　　＜定員１２名＞ 295,000円
13月19日発 297,000円
＊ストックホルムへの延泊可能（10日間となります）
★グループ住宅・サービスハウスを見学し、高齢者の生活に
触れる。
★障害者に優しい街づくりと行政の対応を視察
★子育て支援と学校教育を視察
★スウェーデンのオンブズマン制度についてレクチャー
①成田発、コペンハーゲンへ　列車で人口約9万人、南スウェ
ーデンの街ハルムスタッド市へ＜ハルムスタッド市3泊＞②終
日：ハルムスタッド高齢者・障害者福祉視察：サービスハウ
ス、グループ住宅（運営など担当者から話を聞きます）、自治
体担当者からレクチャー③午前：バリアフリーの街並みを見
学 午後：自閉症の子を持つ親の家族会との交流など④午前、
列車でコペンハーゲンへ　午後：コペンハーゲン市内見学＝
人魚姫の像、アマリエンボー宮殿など＜コペンハーゲン３
泊＞⑤終日：自由行動⑥終日：デンマーク福祉・教育視察：
住民の運動で作られた高齢者センター及び年金者組合との交
流、学童保育や小学校見学、子どもの為の公園見学⑦空路、
帰国の途へ⑧午前：東京・成田着

11月20日～11月27日　8日間　335,00円
3月26日～ 4月 2日　8日間　350,00円　
★デンマークの環境行政（ごみ分別、デポジット制、リサイ
クルなど）や住民参加のリサイクルセンター、自然エネルギ
ーについて視察
★デンマークの環境教育センターを視察
★ドイツ南部環境首都フライブルグを訪ね、住民参加の環境
政策（交通政策、リサイクル）について学びます。
★活性化の進む商店街を視察
★ドイツ最大の環境組織、ドイツ環境自然保護連盟（通称Ｂ
ＵＮＤ）との交流

①成田発コペンハーゲンへ＜コペンハーゲン3泊＞②終日：コ
ペンハーゲン近郊自治体訪問＊自治体の環境行政について
（レクチャー）＊市のリサイクルセンター③終日：環境教育セ
ンター訪問④空路、フランクフルトへ　列車で南部フライブ
ルグへ＜フライブルグ３泊＞⑤終日：自由行動　e：夕食
を一般家庭で⑥終日：フライブルグ環境視察＊市の環境政策
（レクチャー）＊環境保護団体との交流＊商店街訪問など⑦空
路、帰国の途へ⑧東京・成田着

12月30日発　385,000円（8日間）
★デンマーク及びスウェーデンの障害者福祉のレクチャー
★福祉作業所、障害者住宅、障害者の為のグループホーム、
デイセンター視察
★介助器具センター視察
★自閉症の子を持つ親との懇談（予定）
①成田発、コペンハーゲンへ＜コペンハーゲン３泊＞②午
前：介助器具センター視察 午後：デンマークの障害者福祉
レクチャー eニューイアー・コンサート③午前：コペン
ハーゲン市内見学＝人魚姫の像、アマリエンボー宮殿など
午後：自由行動④終日：障害者福祉視察＝福祉作業所、障害
者住宅 夕刻：列車でハルムスタッドへ<ハルムスタッド３
泊＞⑤終日：障害者福祉視察＝障害者の為のグループホーム、
デイセンター及びレクチャー⑥午前：自閉症の子をもつ親と
の懇談 午後：自由行動⑦空路、帰国の途へ⑧午前：東京・
成田着

ベルギー

ネ
ロ
と
パ
ト
ラ
ッ
シ
ュ
基
金

ベ
ル
ギ
ー
　
ワ
ー
テ
ル
ロ
ー
在
住

障
害
孤
児
基
金
「
ネ
ロ
と
パ
ト
ラ
ッ
シ
ュ
」
代
表

栗
田
路
子

人間回復の国・北欧の社会サービスを探る ヨーロッパの進んだ環境政策を学ぶ　　 障害者福祉を学ぶ旅

栗田さん一家

｝

2002年10月11日（金）～10月18日（金）238,000円
＜行程＞西安②→洛陽②→太原②→上海①
★山西省南部になる城壁都市「平遙古城」。
紀元前827年頃に築かれ昔ながらの城壁がそのまま残され
ている街です。1997年に世界遺産に登録されました。
★敦煌・雲崗と並ぶ中国三大石窟の一つでもある龍門石窟が
有名です。
南北約1kmの山肌に2000以上の洞窟があり、大小約10
万体の仏像が安置されています。
★西安では有名な秦始皇帝兵馬俑博物館や大雁塔、シルクロ
ードの起点、西の城門も見学します。

日中国交回復30周年

添乗員同行 ＜西安・洛陽・太原・上海＞

TEL:+32(0)2 354 8034
FAX:+32(0)2 354 6447

ホームページ:http://www.multilines.be/np

スカンジナビア政府観光局提供
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私
の
勤
務
し
て
い
る
ひ
の
社
会
教

育
セ
ン
タ
ー
で
は
、
十
五
年
前
よ
り

国
際
交
流
事
業
の
企
画
を
は
じ
め
ま

し
た
。
富
士
国
際
旅
行
社
さ
ん
と
は

九
一
年
ド
イ
ツ
統
一
ベ
ル
リ
ン
の
壁

崩
壊
時
に
訪
ね
た
「
東
欧
・
ド
イ
ツ

の
旅
」
以
来
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま

す
。常

春
の
地
、
少
数
民
族
と
の

ふ
れ
あ
い

今
年
は
日
中
国
交
回
復
三
十
周

年
。
六
月
十
五
日
よ
り
六
日
間
、
少

数
民
族
が
美
し
い
自
然
の
中
で
暮
ら

す
昆
明
と
白
（
ぺ
ー
）
族
の
す
む
大

理
石
の
街
大
理
、
そ
し
て
納
西
（
ナ

シ
）族
の
住
む
麗
江
を
訪
ね
ま
し
た
。

そ
こ
は
標
高
二
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
以

上
の
高
地
、
四
季
を
通
じ
て
温
暖
で

緑
豊
か
な
「
春
城
」
と
も
、
少
数
民

族
の
「
生
き
た
博
物
館
」
と
も
い
わ

れ
る
美
し
い
と
こ
ろ
で
す
。
雲
南
の

少
数
民
族
の
ル
ー
ツ
や
習
慣
･
文
化

が
日
本
の
古
代
文
化
と
ど
ん
な
つ
な

が
り
が
あ
る
の
か
知
り
た
い
。
そ
し

て
そ
ん
な
部
落
を
訪
ね
て
交
流
し
た

い
と
い
う
の
が
今
回
の
旅
の
目
的
で

し
た
。

私
の
訪
ね
た
納
西
（
ナ
シ
）
族
の

住
む
麗
江
は
、
険
し
い
山
々
に
囲
ま

れ
、
交
通
の
便
も
悪
く
、
近
年
ま
で

伝
統
文
化
が
よ
く
保
た
れ
た
と
聞
い

て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
一
九
九

六
年
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
七
・
二
と
い

う
大
地
震
と
「
麗
江
古
城
」
が
一
九

九
七
年
ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産
と
な
っ

た
こ
と
で
一
躍
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ

れ
た
町
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

農
業
体
験
！

村
の
若
者
の
歓
迎

そ
の
納
西
（
ナ
シ
）
族
の
小
さ
な

部
落
「
黄
山
郷
」
は
特
に
印
象
深
く
、

村
の
入
り
口
で
鮮
や
か
な
民
族
衣
装

を
つ
け
た
納
西
族
の
娘
さ
ん
二
人
の

出
迎
え
を
受
け
、
部
落
で
は
豊
か
な

農
家
の
中
庭
で
歓
迎
の
歌
と
ご
馳
走

を
い
た
だ
き
、
生
活
農
業
体
験
（
？
）

を
、
と
お
願
い
し
た
こ
と
も
あ
り
、

何
と
‥
‥
と
う
も
ろ
こ
し
畑
の
草
取

り
も
体
験
し
ま
し
た
。
作
業
用
の
着

替
え
も
帽
子
も
持
た
ず
と
い
う
格
好

で
い
さ
さ
か
真
剣
さ
に
か
け
て
の
体

験
で
し
た
が
、
心
地
よ
い
風
と
真
っ

青
な
空
の
も
と
自
然
を
満
喫
し
ま
し

た
。
夕
食
後
、
村
の
若
者
の
歌
と
踊

り
の
披
露
を
受
け
、
わ
た
し
た
ち
も

そ
の
わ
に
入
り
歌
い
興
じ
ま
し
た
。

高
山
な
の
で
、
あ
ま
り
激
し
く
無
理

せ
ず
と
い
い
な
が
ら
み
ん
な
結
構
踊

り
、
時
の
経
つ
の
を
忘
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
外
国
人
と
な
れ
ば
必
ず
一

曲
歌
う
よ
う
に
言
わ
れ
る
そ
う
で
、

何
も
用
意
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
、

全
員
で
、「
赤
と
ん
ぼ
」
ア
ン
コ
ー

ル
に
応
え
て
「
故
郷
」
を
。
い
ま
だ

外
国
人
は
あ
ま
り
来
な
い
と
大
歓
迎

を
受
け
ま
し
た
が
、「
こ
こ
二
〜
三

年
も
す
る
と
観
光
化
さ
れ
る
で
し
ょ

う
。」
と
地
元
ガ
イ
ド
さ
ん
の
陳
さ

ん
は
残
念
そ
う
に
話
し
て
い
ま
し

た
。ま

た
納
西
族
は
、
万
年
雪
を
頂
く

玉
龍
雪
山
を
信
仰
の
神
と
し
、
納
西

族
の
宗
教
で
あ
る
東
巴
教
の
教
典
に

書
か
れ
て
い
る
一
〇
〇
〇
年
前
の
世

界
で
も
珍
し
い
象
形
文
字
＝
東
巴

（
ト
ン
バ
）
文
字
を
東
巴
文
化
と
し

て
大
事
に
し
て
い
ま
す
。

鳥
居
の
ル
ー
ツ
は
雲
南
？

私
は
以
前
、
日
本
の
「
鳥
居
」
の

ル
ー
ツ
が
雲
南
省
に
あ
る
と
聞
い
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
鳥
居
は
鳥
が
居

る
と
書
き
ま
す
。
今
回
は
行
か
れ
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
シ
ー
サ
ン
バ
ン
ナ

の
稲
作
発
祥
の
地
の
少
数
民
族
集
落

の
入
り
口
に
は
悪
魔
よ
け
の
た
め
に

木
で
作
ら
れ
た
鳥
が
数
多
く
載
っ
て

い
る
門
が
あ
る
そ
う
で
す
。「
面
白

い
！
」
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
な
が
ら

東
巴
博
物
館
で
王
様
に
会
い
、
東
巴

文
字
で
、
私
は
好
き
な
言
葉
「
無
尽

蔵
」
と
書
い
て
い
た
だ
い
た
こ
と
は

感
激
で
し
た
。
文
字
と
い
う
よ
り
は

絵
文
字
に
近
く
、
習
え
ば
読
め
そ
う

〜
と
。
ま
た
祭
壇
に
は
無
数
の
卒
塔

婆
が
あ
り
、
般
若
心
経
ま
で
‥
‥
。

も
う
も
う
日
本
の
文
化
の
つ
な
が
り

を
感
じ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
う
し
た
旅
を
す
る
と
自
分
達
の
文

化
は
近
隣
諸
国
、
と
く
に
中
国
の
も

の
を
取
り
入
れ
て
形
づ
く
ら
れ
て
い

る
の
だ
と
ま
す
ま
す
関
心
は
強
く
尽

き
な
い
の
で
す
。

今
度
は
麗
江
の
奥
地
、
中
甸
や
徳

欽
の
シ
ャ
ン
グ
リ
ラ
（
心
の
中
の
太

陽
と
月
）
も
体
験
し
て
み
た
い
。
鋭

く
Ｖ
字
を
え
ぐ
っ
て
タ
ー
ン
す
る
金

沙
江
（
長
江
上
流
）
の
虎
跳
峡
も…

。

そ
し
て
神
秘
な
る
天
空
の
湖
、
濾
沽

湖
（
ろ
こ
こ
）
の
モ
ソ
人
の
こ
と
も

知
り
た
い…

。
み
な
さ
ん
ご
一
緒
い

た
し
ま
せ
ん
か
。

古
代
経
済
の
道
・
西
南
シ
ル
ク
ロ

ー
ド
の
こ
の
地
か
ら
、
は
る
か
日
本

へ
の
文
化
ル
ー
ツ
を
思
い
や
る
感
動

の
旅
で
し
た
。

中国●肉腐蛋●
（豚肉と卵の炒めもの）

藤本了江さんの ふじもとすみえ。家庭科教育
研究家。日本ＡＡＬＡ理事　

（

（

エスニック 料 理

かもがわ出版「家庭でできる　エスニック料理」より

連載 19  回

①豚肉を適当な大きさに切り、沸騰し

た湯にくぐらせて油抜きする。

②ゆで卵に味がよくしみ込むよう、表

面に切り込みを入れる。

③わけぎは3cm長さに切り、ショウガ

は薄切りにする。

④鍋にサラダ油を入れて温め、ショウ

ガを入れる。豚肉を炒め、紹興酒、し

ょうゆ、塩、ゆで卵を加える。

⑤砂糖、氷糖、水少量を入れてさらに

炒め、最後にわけぎを入れてさっと炒

め、大皿に盛る。

豚バラ肉（塊）‥‥400ｇ
ゆで卵 ‥‥‥‥‥‥‥4個
わけぎ ‥‥‥‥‥‥‥1本
ショウガ ‥‥‥‥‥小1個

紹興酒・濃口しょうゆ・塩・
氷糖（ピンタン）‥‥‥‥各少々
砂糖 ‥‥‥‥‥‥小さじ1
サラダ油‥‥‥‥‥‥少量

材料（４人分）

中
国
　
神
秘
の
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少
数
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れ
あ
う
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に
参
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社
会
教
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協
会
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の
社
会
教
育
セ
ン
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生
涯
学
習
事
業
部
　
山
本
晃
子

東巴博物館でナシ族のおじいちゃんと筆者

麗
江
郊
外
の
村
「
黄
山
郷
」
で
、

村
の
人
々
と
ふ
れ
あ
い

2002年11月20日（水）～11月28日（木）258,000円
＜行程＞昆明①→建水②→元陽①→麗江③→昆明①
★美しい雲南の街で少数民族と自然に出会える旅です。
★ハニ族の村で雄大な棚田を見学します。11月は稲刈りは終わって棚田に水が入っている時期。
★麗江郊外の黄山郷でナシ族の村を訪問して農業・生活体験なども予定しています。
★雲南省の気候は常春で11月から乾期に入ります。最も良い季節をご一緒に旅しましょう。

戦争と平和・真実は何か　1937南京を検証

2002年11月20日（水）～11月27日（水） 198,000円
2002年12月19日（水）～12月26日（水） 205,000円
2002年13月26日（水）～14月22日（水） 213,000円
行程　上海③→紹興①→上海①→南京②→上海①
★南京大虐殺祈念館見学はもちろん、証言者のお話も伺い、
★本軍の蛮行を自分の目･耳で、確かめます。紹興へ足をのば
し、秋謹の旧居や記念碑を訪れます。断崖絶壁の奇景や紹
興酒工場見学＆試飲も楽しみです。
★魅力の上海に滞在して、世界に誇る上海博物館や湖南園の
粋、豫園をじっくり見学。上海雑技も楽しみです。

独立運動史と柳寛順の故郷へ

2002年11月11日（月）～11月15日（金） 165,000円
2002年12月24日（月）～12月28日（金） 168,000円
2002年13月24日（月）～13月28日（金） 158,000円
行程　利川②→温陽①→ソウル①
★80年代の教科書問題を機に開館した独立記念館や安重根義
士博物館をじっくり見学し、独立運動の歴史と日本軍の蛮　
行の事実を確かめます。
★韓国のジャンヌダルク・柳寛順の故郷を訪れ生家や記念廟、
独立運動の際に合図として利用したのろし台を訪れます。
★元慰安婦のハルモニたちが共同生活しているナヌムの家を
訪れ、日本軍慰安婦歴史館をボランティアの方の案内で見学。

旧満鉄で訪れる大陸の街へ

2002年11月19日（火）～11月24日（日） 188,000円
2002年12月10日（火）～12月15日（日） 178,000円
2003年11月21日（火）～11月26日（日） 158,000円
2003年12月11日（火）～12月16日（日） 168,000円
2003年13月25日（火）～13月30日（日） 188,000円
行程　丹東②→瀋陽①→大連②
★旧満州鉄道テンイネ号に乗車して瀋陽－大連間（約4時間）
の列車の旅を楽しみます。
★瀋陽では満州事変勃発の地に建つ九・一八事変博物館も見
学して平和についても考えます。
★旧時代の街並みが残る大連と日露戦争の激戦地、旅順も訪
れて203高地も見学します。

世界遺産を巡る旅

2002年11月20日（水）～11月26日（火） 232,000円
2002年12月18日（水）～12月24日（火） 235,000円
2002年13月26日（水）～14月21日（火） 225,000円
行程　ホーチミン②→フエ①→ホイアン②→ホーチミン市機中泊
★日本ともなじみの深い街ホイアン、最後の伝統王朝が花開
いた都フエは、2都市ともに街自体が世界遺産。雅なベトナ
ム文化に触れます。
★枯葉剤の被害や虐殺、アメリカ軍の武器や戦車など、ベト
ナム戦争の状況を告発する戦争証跡博物館を訪れます。
★フランス統治時代の面影を色濃く残すホーチミンにはにぎ
やかで、かわいらしいお店も多く、女性に人気の街です。

自然がおりなす美しさを持つ世界遺産「ハロン湾」へ

2002年11月25日（月）～11月30日（土） 218,000円
2002年12月23日（月）～12月28日（土） 215,000円
2003年13月24日（月）～13月29日（土） 199,000円
行程　ハノイ③→ハロン湾①→ハノイ①
★海の桂林と言われる世界遺産「ハロン湾」をクルーズ。
新鮮な魚介類のお食事も楽しみの一つです。
★枯葉剤の影響を受けた子ども達が暮らす「ハノイ平和村」
も訪問する予定です。
★伝統芸能の粋、水中人形劇や市民で賑わう市場などのお買
物も楽しみです。

棚田と雲南の自然

2002年11月20日（水）～11月28日（木） 235,000円
2002年12月26日（水）～13月26日（木） 238,000円
2002年13月26日（水）～14月23日（木） 225,000円
行程　昆明①→建水②→元陽①→麗江②→昆明②
★元・明・清時代の古寺や建物のある街「建水」で2泊して、
街から約30キロの場所にある燕子祠。この名前の由来でも
ある燕がたくさんの巣をつくって居ることでも有名。
★丘陵の広がる水田風景で知られる「元陽」で日本でも注目
を集めている棚田を見学します。
★麗江ではリフトに乗って3,400ｍの「ヤク平」で景色や高
原の散策をします。



2002年9月1日（６） いい旅いい仲間 第19号　

「平和憲法」と子どもと女性 平和の旅　

2002年11月11日～11月20日　397,000円
2002年12月26日～ 1月 3日（9日） 448,000円
2003年 2月10日～ 2月19日　397,000円
★コスタリカの平和憲法を知り、女性団体との交流で子ども
や女性の権利について知る
★地球規模で自然環境保護、熱帯雨林の役割や生態系知る。
★メキシコの「ストリート・チルドレンの家」を訪問、ボラ
ンディアとの交流
①東京・大阪発5バンクーバー又はロサンゼルス経由メキ
シコシティ着（泊）②午前：メキシコシティ市内見学。午後
5コスタリカの首都サンホセへ（泊）③午前：サンホセ市
内見学。午後：平和憲法と武力放棄についてレクチャーまた
はアリアス平和博物館訪問④午前：女性団体との交流又は小
学校訪問（予定）午後：エコツアーへ。途中，熱帯雲霧林の
生態系教育機関訪問し、野鳥研究のブラウリオ・カリージョ
国立公園へ。エコホテルに宿泊⑤終日：エコガイドによる熱
帯雨林の鳥や植物の説明を聞きながらウォーキング⑥6カ
リブ海側のトルトゲーロ国立公園へ。海沿いの運河に茂る熱
帯植物、ワニ、なまけもカラフルな野鳥の群れなどをみなが
らボートで移動、エコツアー（泊）⑦自由行動の後、バスで
再びサンホセへ。着後自由行動。夜、民俗音楽を楽しみなが
らディナーを⑧早朝5メキシコシティへ。午後：ボランテ
ィアの運営による「ストリート・チルドレンの家」訪問、
交流⑨5バンクーバーまたはロサンゼルス経由で帰国の途
へ（機中泊）⑩東京・大阪着

10月12日～10月20日　336,000円
11月19日～11月17日　315,000円
★大国に翻弄された国ポーランドの歴史と文化訪ねる。第二
次大戦下、廃墟から不死鳥のようによみがえった旧市街、
トルコのヨーロッパ侵攻を拒んだソビエスキ7世の離宮・ビ
ラヌフ宮殿などワルシャワで4泊し、ショパンのピアノコン
サートを。
★第二次大戦の「負の遺産」アウシュビッツを2日間かけて訪
問。戦後57年たった今こそ、生存者のかたから歴史の事実
とメッセージを。また、ボランティアの活動にも触れます。
★クラクフで3泊。チェルトリスキ美術館や市内散策。
①大阪・東京発5コペンハーゲンまたはウィーン経由ワル
シャワへ（泊）②午前：ワルシャワ市内見学＝旧市街、ワル
シャワ蜂起記念碑、無名戦士の墓など、午後はビラヌフ宮殿
へ。③終日：自由行動。＜e＞東部の中心地ルブリンと近
郊の城下町カジミェシ・ドルヌイへ一日観光。④バスで古都
クラクフへ。途中、ショパンの生まれたゼラゾバ・ボーラの
生家見学。午後クラクフ着。バベル城、中世からのヤギエオ
大学、中央広場など（泊）⑤終日アウシュビッツとビルケナ
ウ収容所見学（クラクフ泊）⑥アウシュビッツで生存者の方
との懇談、「出会いの家」でボランティアとの交流。午後：自
由行動。（泊）⑦6再びワルシャワへ。午後自由行動。夜：
ショパン　ピアノコンサート（泊）⑧ワルシャワ発5空路
帰国の途へ（機中泊）⑨午前：東京・大阪着

10月12日～10月19日　324,000円
11月19日～11月16日　279,000円
★アウシュビッツへの経由地テレジンの町へ。当時の子ども
オペラ「ブルンディバル」の舞台訪ねる
★ユネスコ世界遺産プラハとクトゥナホラを見学、チェスキ
ー・クロムノフで2泊。「建築の博物館」と呼ばれるチェコ
の古都めぐり
★夜は世界に誇る人形劇やコンサート、オペラを。
①東京・大阪・名古屋・福岡発5空路プラハへ。（泊）②午
前：ゴシック、ルネッサンス、世紀末建築の並ぶプラハ市内
見学　午後：銀山で栄えた中世の町クトゥーナ・ホラ見学
夜：希望者はコンサート、オペラへ（泊）③終日：アウシュ
ビッツの中継地テレジン見学。子どもオペラ「ブルンディバ
ル」が上演されたゲットー跡や収容所跡を見学します。夜：
希望者はコンサート、オペラへ（泊）④プラハ発6南ボヘ
ミアへ。スメタナの交響曲にもでてくる街タボールで小観光
6「世界遺産指定」チェスキー・クロムノフへ（泊）⑤午
前：川を挟んでお城と民家の町並。中世の石畳とルネッサン
ス風町並が残る市街見学。午後：自由行動（泊）⑥6再び
プラハへ。途中、チェコで最も美しいといわれるフルボカー
城見学6午後プラハ着。夜：希望者はコンサート、オペラ
へ（泊）⑦プラハ発5空路，帰国の途へ（機中泊）⑧東
京・大阪着

この5月、トリノを州都とするピエモンテ州を訪れ
た旅の写真教室。スローフード発祥の地、そして幻の
ワイン・バローロの生まれるワイン畑や農園を訪ねま
した。アルプスの水と肥沃な土地が育む、人々の表情
や街の様子をショットに収めてきました。
お近くにお出での時はお立ち寄りください。

9月9日（月）～20日（金）（土・日・祝を除く）

弊社サロン室　10：00～18：00

日次 月日 曜 都　　市 現地時刻 交通機関 摘　　　　　要　　　　　　　　　　　　　〈宿泊地〉
東京成田空港発 10:00 LH711 空路ドイツ経由イタリアへ

! 10月26日土 トリノ着 17:05 LH3316 カラマンドラ城のあるクスマーノ農場へ
カネッリ着 20:00 バス アグリツーリズモ・ラ・コルテに4 泊

<カネッリ泊>
カネッリ スローフード協会が主催するサローネ・デル・グスト2002

" 10月27日日 環境食品展（トリノ・リンゴット見本市会場）見学
# 10月28日月 味のワークショップに参加

<カネッリ泊>
カネッリ ラ・コルテでピエモンテ郷土料理の研究

$ 10月29日火 パスタや前菜づくりの実習

<カネッリ泊>
カネッリ発 朝 バス 紅葉のブドウ畑を縫って幻のワインを探る

% 10月30日水 バローロ ブルゴーニュワイン農場見学
グリンツァーネ グリンツァーネ・カブール城で昼食
アルバ着 夕刻 古都アルバへ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　<アルバ泊>

& 10月31日木 アルバ 終日：自由行動

<アルバ泊>
アルバ発 9:00 バス

' 11月1日 金 トリノ発 12:55 LH2738 ドイツ経由帰国の途へ
ミュンヘン着 14:25 
ミュンヘン発 15:30 LH714 <機中泊>

( 11月2日 土 東京/成田空港着 11:15 
Ｂ=朝食付、L=昼食付、D ＝夕食付、機=機内食
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富
士
国
際
旅
行
社

営
業
部
部
長
　
木
庭
光
雄

本誌前号でご紹介しましたサローネ･デル･グストを訪ねる旅を企画しました。
昨年から今年にかけて、日本では狂牛病、大手食品メーカーの不当表示や違法薬品の混入などの不
祥事、中国産野菜の残存農薬など、食と安全を巡る問題が続発しています。
今回の『食の祭典』のメインテーマは「食の教育」で、伝統料理を守ることは、食材を守り、種
を保存すること。広い展示会場に様々なコーナーを設け、もちろん実際に試食・試飲することも出
来ます。2日間に全てのコーナーを回ることは不可能ですが、様々な取組の一端を垣間見ることが
出来ます。
合わせて、スローフードの運動に参加するアグリツーリズモ（ワイン農家の民宿）に宿泊し、伝
統的な郷土料理を体験します。ワイン党の方は大歓迎します。この機会に参加してみませんか？

ビビ

デデ

オオ

紹紹

介介

slow foodスローフード・イタリアスローフード・イタリア 第4回サローネ・デル・グスト
＝スローフード食の祭典＝

（最少催行人員10名様）旅行費用：420，000円　

～～～～～～～～～～～～～～～～～～こんな旅を仲間やサークルで作ってみませんか～～～～～～～～～～～～～～～～～～
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ク
レ
タ
島
と
い
え
ば
、
迷
宮

伝
説
で
有
名
な
ク
ノ
ッ
ク
ス
宮

殿
ぐ
ら
い
し
か
知
ら
な
か
っ
た

私
は
、
そ
の
島
に
二
〇
〇
〇
メ

ー
ト
ル
級
の
山
脈
が
四
つ
も
あ

り
、
欧
州
随
一
の
峡
谷
が
あ
る

と
聞
い
て
驚
い
た
。
サ
マ
リ
ア

峡
谷
一
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
。
下

り
が
ほ
と
ん
ど
と
言
う
の
で
迷

わ
ず
参
加
を
決
め
た
。

イ
ラ
ク
リ
オ
ン
六
時
発
の
バ

ス
で
、
レ
フ
カ
・
オ
リ
山
の
麓

オ
マ
ロ
ス
（
一
二
〇
〇
メ
ー
ト

ル
）
へ
。
国
立
公
園
サ
マ
リ
ア

峡
谷
の
入
り
口
で
あ
る
。
入
場

料
三
･
五
ユ
ー
ロ
を
払
っ
て
十

時
出
発
。

い
き
な
り
険
し
い
下
り
、
両

側
の
切
り
立
っ
た
山
々
の
景
観

に
見
と
れ
る
ゆ
と
り
も
あ
ら
ば

こ
そ
。
フ
ラ
ン
ス
の
高
校
生
の

一
団
が
元
気
よ
く
追
い
ぬ
い
て

ゆ
く
。
膝
の
手
術
を
し
た
と
い

う
ア
メ
リ
カ
の
生
物
学
者
と
道

連
れ
に
な
り
、
少
し
ペ
ー
ス
ダ

ウ
ン
。
花
を
眺
め
、
雪
の
残
る

峰
を
仰
ぎ
、
カ
タ
コ
ト
英

語
で
談
笑
し
つ
つ
二
時
間

ば
か
り
下
る
。

途
中
、
二
、
三
キ
ロ
ご

と
に
水
場
が
あ
り
、
ト
イ

レ
の
あ
る
と
こ
ろ
も
あ
っ

た
。
道
端
に
注
意
事
項
の

表
示
が
あ
る
。
禁
煙
、
ゴ

ミ
捨
て
る
な
、
採
集
禁
止

に
加
えN

o
M
usic

と
い
う

の
が
面
白
か
っ
た
。
大
賛

成
。や

っ
と
谷
底
に
降
り
つ

い
て
、
水
の
流
れ
と
出
会
う
。

夾
竹
桃
の
ピ
ン
ク
が
美
し
か
っ

た
。
ま
だ
全
体
の
五
分
の
一
、

こ
れ
か
ら
延
々
と
顕
れ
た
り
、

潜
っ
た
り
す
る
川
の
流
れ
に
沿

っ
て
下
る
の
で
あ
る
。
褶
曲
の

す
ご
さ
を
表
す
両
側
の
地
層
、

少
し
開
け
た
河
原
に
は
小
石
が

積
み
重
ね
ら
れ
、
賽
の
河
原
の

よ
う
だ
。
真
っ
青
な
空
か
ら
の

陽
射
し
は
き
つ
い
が
、
岩
と
岩

と
の
間
を
吹
き
抜
け
て
く
る
風

の
涼
し
い
こ
と
。

ち
ょ
う
ど
真
中
あ
た
り
の
サ

マ
リ
ア
と
い
う
廃
村
で
昼
食
休

憩
。
こ
の
谷
は
言
っ
て
み
れ
ば

平
家
の
隠
れ
里
み
た
い
な
と
こ

ろ
で
あ
る
。
対
ト
ル
コ
戦
、
ま

た
第
二
次
世
界
大
戦
中
、
レ
ジ

ス
タ
ン
ス
の
拠
点
で
も
あ
っ
た

と
か
。
所
々
に
あ
る
石
造
り
の

小
さ
な
教
会
も
、
壮
絶
な
闘
い

を
見
つ
め
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。

そ
れ
に
し
て
も
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
人
々
の
タ
フ
さ
に
は
驚
く
。

老
い
も
若
き
も
、
ノ
ー
ス
リ
ー

ブ
、
短
パ
ン
、
ス
ニ
ー
カ
ー
の

軽
装
で
ど
ん
ど
ん
歩
く
。
四
、

五
歳
の
男
の
子
も
パ
パ
と
一
緒

に
私
た
ち
の
先
を
行
く
。
途
中
、

道
端
に
救
急
用
の
ロ
バ
が
待
機

し
て
い
た
が
今
日
は
出
番
が
な

か
っ
た
よ
う
だ
。

五
時
、
く
た
び
れ
果
て
て
、

集
合
地
ア
ギ
ア
・
ル
メ
リ
に
到

着
。
リ
ミ
ッ
ト
は
五
時
半
で
あ

っ
た
。
そ
こ
か
ら
船
で
ス
フ
ァ

キ
オ
ン
に
渡
り
、
バ
ス
に
乗
り

換
え
て
イ
ラ
ク
リ
オ
ン
へ
。
到

着
は
な
ん
と
夜
中
の
十
二
時
前
。

ま
さ
に
、
パ
ン
フ
に
あ
る
よ
う

に
、
自
然
の
素
晴
ら
し
さ
と
共

に
到
達
感
、
充
実
感
を
た
っ
ぷ

り
味
わ
っ
た
一
日
で
あ
っ
た
。

2002年10月16日（水）～10月27日（日）339,000円　　
2002年11月13日（水）～11月24日（日）343,000円
2003年12月15日（水）～12月16日（日）348,000円
2002年12月26日（水）～13月19日（日）343,000円
2002年13月23日（日）～14月12日（水）366,000円
△3月23日出発はアンナプルナ山群のロッジ5泊で11日間
△各コースとも定員15名　最低実施人数10名 関西空港より
添乗員同行
△羽田空港からご参加の方は国内線往復15,000円の追加料金
◎秋：ネパールの旅へのベストシーズン。写真撮影には最適
◎春：山全体がシャクナゲで真っ赤に染まる中を歩く
カトマンズ②～ポカラ①～アンナプルナ山群のロッジ⑥～カト
マンズ②　12日間　　　　　　　　　　
◆環境：テント泊りでなくロッジに宿泊。ロッジの　かまどや
コンロを利用するので薪や石油も最小限で　
◆安全：トレッキング中の最高地点が3200ｍ、宿泊地の最高
地点も2750ｍなので、高山病の影響がありません。添乗員と
シェルパ（現地ガイド）が2人つくので、健脚組、ゆったり組
の２つのパーティに分けられます。
◆快適：ロッジてに2人部屋、簡易ベッド、食堂で食事。テン
トより快適。雨の日でも食堂でネパール人ガイドやポーター、
各国のトレッカーとの交流も
◆ゆったり：ゴレパニに3泊、軽身で3～4時間歩ける方ならご
参加できます。
●今回の企画にはヒマラヤ（世界最高峰　エベレスト）遊覧飛
行と、カトマンズ近郊の農村の小学校の訪問と交流。森林伐採
が深刻なネパールの大地に皆様の手で植樹をする日程も旅行費
用に含まれております。

2003年1月10日（金）～1月21日（火）658,000円　　　　
◎定員15名　最低実施人数12名 成田空港より添乗員同行
◆南米ペルーとリマをゆっくりのんびり周遊する特別企画。
◆各所で謎の遺跡を見学。神秘的なチチカカ湖の遊覧も
リマ②～ウルバンバ①～クスコ②～プーノ②～ラ・パス②
12日間　　　　　　　　　　
①成田発 日付け変更線を越えアメリカ・ヒューストン経由ペル
ーの首都リマへ②午前：自由行動（休息） 午後：リマ市内見
学③午前：インカの都クスコへ　午後：クスコ市内見学④終
日：マチュピチュ見学　空中都市、失われた都市とも呼ばれる
謎の遺跡見学⑤終日：「聖なる谷」見学。夕刻：フォルクロー
レディナーショー⑥午前：プーノへ　午後：ウロス島見学（チ
チカカ湖に浮かぶ葦でできた島の訪問）⑦終日：チチカカ湖見
学。夕刻：太陽の島を経由してボリビア・ラパスへ⑧午前：テ
ィワナコ遺跡見学　午後：自由行動⑨午前：再びリマへ移動
午後：自由行動⑩アメリカ・ヒューストンへ⑪ヒューストンか
ら帰国の途へ⑫成田到着

2002年11月23日（土）～12月11日（日）383,000円
2003年11月11日（土）～11月19日（日）385,000円
2003年12月15日（土）～12月23日（日）383,000円
◎定員15名　最低実施人数10名 成田空港より添乗員同行
機中①～クィーンズタウン②～テ・アナウ①～マウントクック
③～機中①　9日間
●南島の屋根と言われるサザンアルプスのマウントックックの
麓の村マウントクック村でゆったり3連泊。山と花を楽しむハ
イキング。添乗員のほか現地自然ハイキングガイドも同行。
●南島の自然のリゾート、クィーンズタウンに連泊。フィヨルド
ランドの1日旅行で大自然がうんだフィヨルドを遊覧船から見学。
●テ・アナウでは洞窟内で神秘的なツチボタルの見学。
●東京・成田空港、大阪・関西空港、名古屋空港、福岡空港か
ら同日発着。のんびり滞在型の9日間。中高年や家族連れでも
安心して楽しめる旅。

初心者・中高年向け・・ロッジに泊るエコトレック　 遥かなるインカ・空中都市　 南半球の夏を歩く

この夏、当社の「ヨーロッパ・アルプス、カナ

ディアン・ロッキー、中国フラワー・トレッキン

グ、屋久島、利尻・礼文、白神の自然の旅」にご

参加された皆様の「写真コンテスト」を実施させ

ていただくことになりました。

今年ツアーにご参加された方はもちろん、過去

にご参加された方や、自然の旅行にご興味のある

方など、どなたでもお越しいただき、楽しい一時

をお過ごしいた

だくことにしま

した。是非ご参

加ください。

◎参加ご希望の方は9月20日までにご連絡ください。
◎大阪の写真交歓会は9月7日を予定しております。

◇日時：9月28日(土)13：30～16：30

◇会場：新宿南口　農協会館８Ｆ

◇会費：2,000円（軽食を用意いたします。飲

食物持ち込み大歓迎です。）

◆ 写 真 コ ン テ ス ト 応 募 要 項 ◆

◇サイズ：旅行中、撮影された作品を2Ｌサイ

ズ2枚まで

◇郵送期間：9月5日消印で、担当：平山まで

◇入賞者発表：当日、ご参加いただいた皆様の

審査により発表。写真は当日、会場に展示さ

せていただきます。入賞者上位5名様には素

敵な賞品を進呈いたします。

サ
マ
リ
ア
峡
谷
を
歩
く

大
阪
　
升
井
久
子

キャンティワインの故郷の野山を歩き郷土料理を楽しむ 2003年 3月12日（水）～ 3月21日（金）349,000円
4月17日（水）～ 4月26日（金）358,000円
5月 7日（水）～ 5月16日（金）373,000円

△各コースとも定員限定12名　最低実施人数10名
フィレンツェ①～キャンティ地方④～シエナ②　10日間
◎3日間の田舎のウォーキング
◎ホテルはアグリツゥーリズモ（農家の経営する宿）や、ヒ
ストリカルホテルを利用します。
◎芸術と歴史の薫るフィレンツェとシエナを訪問します。10月23日（水）～11月1日（金）362,000円
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アウシュビッツなどを
訪問する団の学習会で、
何度か著者には講義をお
願いしたことがある。「ホ
ロコーストやガス室はな
かった」というような本
や記事が出回った1995年
ごろでも、資料などに基
づき、分かりかすく、説
得力をもって史実を解説
してくれた。
この本はドイツの戦後

の政治史を知る上で貴重
なものである。東西ドイ

ツの時代の歴史を、ドイ
ツ統一後の視点で見直し
ている点が新しい。戦争
責任に対するドイツ政府
の対応を美化せず、国内
のいくつかの相対立する
潮流の動きを含め紹介し
ている。
臨場感をもって、ドイ

ツ戦後史に触れることが
でき、ドキュメントタリ
ー風に読める、大変わか
りやすい歴史書でもある。

（Y.I）

ベ
ト
ナ
ム
に
は
「
青
」
と
い

う
言
葉
が
な
い
。
青
は
「
緑
」

と
い
う
。
先
日
、
あ
る
テ
レ
ビ

番
組
で
、
そ
れ
を
研
究
し
て
い

る
学
者
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
し

た
。ア

フ
リ
カ
の
あ
る
地
域
で
は
、

青
も
緑
も
「
黒
」
と
表
現
さ
れ

る
と
い
い
ま
す
。「
青
」
と
い
う

言
葉
の
な
い
地
域
を
調
べ
る
と
、

赤
道
を
中
心
に
強
烈
な
紫
外
線

が
降
り
注
ぐ
地
域
と
重
な
る
そ

う
で
す
。
そ
の
地
域
の
人
た
ち

は
、
子
供
の
こ
ろ
は
「
青
」
を

識
別
で
き
る
が
、
成
人
に
近
く

な
る
と
青
は
「
緑
」
と
か
「
黒
」

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

研
究
に
よ
る
と
人
の
眼
球
に

あ
る
レ
ン
ズ
は
、
強
い
紫
外
線

を
長
期
間
浴
び
る
と
黄
色
く
変

色
す
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

い
つ
も
黄
色
の
サ
ン
グ
ラ
ス
を

か
け
た
状
態
で
、
紫
外
線
の
強

度
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
レ
ン
ズ

は
濃
く
な
る
そ
う
で
す
。

そ
れ
で
、
青
が
「
緑
」
に
な

り
「
黒
」
に
な
る
の
で
す
。

オ
ゾ
ン
ホ
ー
ル
の
拡
大
に
よ

っ
て
強
烈
な
紫
外
線
が
降
り
注

ぐ
地
域
も
広
が
っ
て
い
ま
す
。

日
本
の
都
市
部
は
、
先
日
の

台
風
一
過
の
日
だ
け
、
す
ば
ら

し
い
青
空
に
な
り
ま
し
た
。
私

た
ち
の
子
・
孫
の
代
に
は
、
大

気
汚
染
と
オ
ゾ
ン
ホ
ー
ル
の
拡

大
に
よ
っ
て
、
緑
空
、
黒
空
に

な
っ
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
に
、

行
動
を
起
こ
し
ま
し
ょ
う
。

（
Ｍ
Ｋ
）

2003年1月4日～1月12日（9日間）278,000 円　△定員30名　最低実施20名
（成田空港発着）ブダペスト3泊→ショプロン2泊→ウィーン2泊→機中泊
●歌声喫茶「ともしび」から歌手・小川邦美子さんとアコーディオン伴奏者が同行、歌声で道
中も楽しくすすみます。「ともしび」をこよなく愛するハンガリー政府観光局・エルデーシュ・
ジョルジュ局長の全面的な援助をいただいた、手づくりの魅力たっぷりの旅です。
●ハンガリーではマジャール民族の不屈な精神を伝える伝統音楽チャールダーシュを、音楽の
都ウィーンではオペラまたはコンサート鑑賞を組み入れ“と
もしびのうたごえの旅“にふさわしい音楽と芸術の旅です。
コーラスグループや音楽愛好家との懇談、交流も楽しみです。
●実はハンガリーは「温泉・保養」の地として有名なのをご
存知でしたか？華麗な装飾を施された中世の浴場で、ヨーロ
ッパならではの“温泉情緒”が満喫できます。特産の香辛料
パプリカが隠し味の、色彩豊かなハンガリー伝統料理もお楽
しみください。

1月18日（土）～1月26日（日）365,000円　　　　　　　　△定員15名　最低実施10名
3月21日（金）～3月29日（土）378,000円　　　　　　　　△成田空港発着　添乗員同行
★文豪ヘミングウェイが生涯こよなく愛しつづけ、「地上で最も美しい場所」と称したキューバを満喫します。
★陽気なラテン音楽と壮大なダンスショーを、中南米最大のダンスキャバレー「トロピカーナ」で楽しみます。
★スペイン時代の街並みを今に残す、世界遺産のハバナ旧市街を散策し、美しいバラデロビーチでの休日を楽
しみます。
①東京・成田発5アメリカ経由5メキシコへ（メキシコシティ泊）②メキシコシテイ5ハ
バナ　着後：ハバナ見学（モロ要塞、世界遺産の旧市街）（ハバナ泊）③ハバナ6「老人と海」
の舞台コヒーマルとヘミングウェイ博物館の見学6バラデロビーチ（バラデロ泊）④終日：
美しいバラデロビーチでカリブ海を満喫（バラデロ泊）⑤バラデロ発ハバナ着　午後：自由行
動（ハバナ泊）⑥ハバナ発5メキシコシティ着　メキシコシティ見学（ソカロ、カテドラル、
三文化広場）（メキシコシティ泊）⑦古代宗教都市遺跡ティオティワカンを見学（メキシコシテ
ィ泊）⑧メキシコシティ発5アメリカ経由（機中泊）⑨東京・成田着

歌声喫茶「ともしび」と行く 第２回海外ツアー ヘミングウェイゆかりの地とラテン音楽

『過去の克服　ヒトラー後のドイツ』
石田勇治・著　白水社（本体2,500円＋税）

今
年
の
三
月
よ
り
入
社
致
し
ま

し
た
、
言
っ
て
み
れ
ば
新
入
社
員
で

す
が
、
今
流
に
言
い
ま
す
と
、
熟
年

新
入
社
員
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で

旅
行
業
界
、
旅
行
関
連
業
界
に
在
籍

す
る
こ
と
三
十
五
年
、
ま
だ
ま
だ
エ

ネ
ル
ギ
ー
が
あ
り
あ
ま
っ
て
い
ま

す
。
入
社
前
ま
で
ツ
ア
ー
コ
ン
ダ
ク

タ
ー
と
し
て
富
士
国
際
旅
行
社
の
、

主
に
視
察
旅
行
に
随
行
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
縁
あ
っ
て
ス
タ
ッ
フ
と
し
て

今
回
、
社
員
の
一
端
を
担
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
営
業
部
所
属
で
す
の

で
皆
様
に
は
、
ど
ち
ら
か
で
お
会
い

す
る
機
会
も
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま

す
。
そ
の
節
は
お
気
軽
に
お
声
を
か

け
て
下
さ
い
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

趣
味
は
山
歩
き
（
今
は
休
眠
中
）、

映
画
好
き
、
音
楽
も
好
き
（
ク
ラ

シ
ッ
ク
〜
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
ま
で
）。
酒

も
好
き
。
冬
は
日
本
酒
、
ホ
ッ
ト

ウ
イ
ス
キ
ー
も
結
構
い
け
ま
す

よ
！
　
お
試
し
下
さ
い
。
ビ
ー
ル

年
中
、
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
・
ク
リ
ー

ム
（
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
ウ
イ
ス
キ

ー
）
を
氷
の
入
っ
た
グ
ラ
ス
で
飲

む
と
夏
は
最
高
！
　
ベ
イ
リ
ー
ズ

と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
を
お
勧
め
し
ま

す
。
お
酒
の
話
が
長
く
な
っ
て
し

ま
い
、
す
み
ま
せ
ん
！

と
こ
ろ
で
、
海
外
旅
行
が
自
由

化
さ
れ
た
の
は
確
か
、
昭
和
三
九

年
（
一
九
六
四
年
）
で
、
今
年
が

三
八
年
目
。
自
由
化
さ
れ
て
か
ら

も
、
し
ば
ら
く
の
間
海
外
渡
航
は

「
一
生
に
一
度
」
の
大
イ
ベ
ン
ト
で

し
た
が
、
現
在
は
、「
年
に
一
〜
三

回
」
で
国
内
旅
行
並
に
盛
ん
に
な

り
、
喜
ば
し
い
限
り
で
す
。
私
の

思
い
は
、
海
外
旅
行
（
特
に
団
体

旅
行
）
が
従
来
の
何
で
も
見
て
や

ろ
う
の
駆
け
足
で
、
ゆ
と
り
の
な

い
日
程
で
は
な
く
、
お
客
様
自
身

が
そ
こ
で
何
か
を
掴
み
、「
心
の
充

足
度
に
満
ち
た
」
旅
行
を
実
現
し

て
い
た
だ
く
事
で
す
。
そ
の
た
め

に
は
、
お
客
様
の
要
望
や
、
声
に

謙
虚
に
耳
を
傾
け
、
ま
た
、
当
方

か
ら
も
新
し
い
提
案
を
行
い
、
双

方
向
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

で
き
れ
ば
い
い
な
と
願
っ
て
い
ま

す
。
我
々
の
会
社
のpeace,green,

hum
anity,

を
基
礎
に
、
ぜ
ひ
皆
様

の
声
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

当
社
が
、
皆
様
に
支
持
さ
れ
る

会
社
で
あ
る
よ
う
、
私
自
身
努
力
、

努
力
！

 
 

社 
員 
登 
場 

 

こんにちは

「
心
の
充
足
度
に
満
ち
た
旅
行
」
を
実
現
し
た
い

広
田
彰
夫東京発　毎週（月）（火）（水）（土）（日）・　関空発　毎日

オーストリア航空直行便利用　現地4泊、機中1泊
★芸術の都ウィーンめぐり。ハプスブルグ家の歴代コレクション集まる美術史博
物館、シューンブルン宮殿、宝物館のあるホーフブルク宮、エゴン・シーレやク
リムトなど世紀末絵画のベルベデーレ宮殿など。
★ オペラ、オペレッタ、ミュージカル等音楽三昧できる都。昼はモーツアルト
やベートーベン、シューベルト、マーラーなどの縁の地へ。大作曲家の人間性に
触れられる。そして毎夜の催し物は充実の旅を約束してくれます。小澤征爾が音
楽監督を務める殿堂の国立オペラ座、ウィーン・フィルの本拠地・学友協会、そ
してウィーンっ子に愛されるオペレッタやワルツの調べを聞きながらの優雅なダ
ンスの夕べ。きらびやかなホールに響きわたる本場の演奏は旅のハイライト。
★便利な公共機関乗り放題の各種ツーリストカード利用。言葉が離せなくとも見
せるだけで乗車OK、24時間、72時間フリーカードや8日間回数券あり。
★映画「サウンドオブミュージック」で有名なザルツブルクへ日帰りあるいは1
泊で。チェコ・プラハやハンガリー・ブダペストと結ぶことも可能。飛行機はお
客様だけ、現地では日本語ガイドや送迎サービスの手配が可能。安心の旅。

◎11月7日（木）～11月11日（月）◎12月9日（月）～12月13日（金）
★ギリシャのピレウスからイタリア～フランス～スペイン・バルセロナまで4泊
5日で地中海をわたる。高速船なのであきることがありません。ヨーロッパの各
都市からアテネへ。最終地バルセロナから帰国の途へ、またはさらに他都市へ。
毎夜、歌や踊りなど楽しいショーの催し物あり　
★コース：①アテネ・ピレウス発17：00～シチリア・メッシーナ～ローマ～ジ
ェノア～ニース～⑤バルセロナ午前7時着　
★船室のカテゴリーによりお二人部屋利用での一人当
たり料金72,000～170,000円まで。全食付。
★お一人お申込も可。但し、料金は倍額となります。
★メッシーナ、ローマ、ニースで観光あり（別途料金）

■知人訪問など目的や構成メンバーのご要望にそった旅づくりをお手伝いしま

す。プロの目からみたプラン作成と手配、親切な情報提供があってこそ、安心

して出発できる旅となります。世界中でただひとつしかない旅づくりを私たち

はお手伝いいたします。
◎格安航空券手配　訪問都市に応じて最も経済的に

◎ホテル手配　ご予算、立地条件、快適性など

◎現地ガイド、通訳、空港までの送迎、車の手配。夜おそい空港着のときなどは特に安心。

◎現地発の日本語観光バスご紹介　

◎コンサートやオペラ、ミュージカルなど音楽会のチケット、イタリアサッカー試合の切符手配

◎鉄道パス、国別・都市別パスの手配

■ヨーロッパ、アメリカ、中国、オセアニア、アジア‥‥と多方面に渡って手配いたします。

■お気に入りの場所で自由に時間をとれるのが個人旅行の魅力。

こ
ん
な
こ
と
が
で
き
ま
す

直行便を利用・ゆったり旅。1～2都市滞在。新婚旅行にもピッタリ

豪華船「ロイヤル・オリンピック号」と組みあわせた


